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【第 208 回国会】令和４年５月 24 日（火）、第 15 回の委員会が開かれました。 

 

１ 脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部を改正す

る法律案（内閣提出第 61 号） 

 ・斉藤国土交通大臣及び政府参考人に対し質疑を行い、質疑を終局しました。 

 ・櫛渕万里君（れ新）が討論を行いました。 

 ・採決を行った結果、全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

（賛成－自民、立民、維新、公明、国民、共産、有志、れ新） 

・小島敏文君外７名（自民、立民、維新、公明、国民、共産、有志、れ新）から提出された附帯決議案

について、小宮山泰子君（立民）から趣旨説明を聴取しました。 

・採決を行った結果、全会一致でこれを付することに決しました。 

（賛成－自民、立民、維新、公明、国民、共産、有志、れ新） 

（質疑者）福島伸享君（有志） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

福島伸享君（有志） 

 

（１） 本改正案におけるエネルギー消費性能表示の努力義務 

ア 本改正案によるエネルギー消費性能表示の義務化に対する見解 

イ エネルギー消費性能表示は運用の状況を見ながら将来的には義務化されるべきとの意見に対する

大臣の見解 

（２） 建築物における木材利用の促進 

ア 国が整備する低層公共建築物の木造化率が 96％と高い理由 

イ 民間建築物における木材利用促進のために割高な木造の価格差を埋める税制上及び財政上の支援

策を講じる必要性 

 


